










緒言:

　1963 年 Reye ら 1)によって,臓器の脂肪変性を伴う脳症として報告された原

因不明の急性脳証はReye症候群と呼ばれ,その後海外では多数の報告例があり,

その成因,病態に関する研究も盛んに行われている。本邦では 1967年小川ら 2)

の報告以後次第に関心が深まってきているが,なお典型的と思われる症例はき

わめて少ない。私たちはここに血清 LDH-5 が高値を示し早期治療によって後遺

症を残さず治療した Reye 症候群の 1 例,ならびに水痘に続発した Reye 症候群

と思われる 1例について検討を加えた。それぞれいくつかの問題点を有してい

るが,Reye 症候群の成因,病態を考えるのにきわめて示唆に富んだ症例と考え

られる。


